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第 4 0 期  報 告 書
平成27年４月１日 ▶ 平成28年３月31日

株主のみなさまへ

株式会社フォーカスシステムズ
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金融機関向けシステム
メガバンク向け顧客管理システ
ムの開発や新銀行の基盤構築

電子行政システム
行政サービスの電子化に
伴うシステムの開発

社会保険システム
全国の年金事務所をつなぐ
年金制度を支えるシステム

医療事務システム
診療を受けた時の診療報酬
の電算処理システム

次世代移動通信
システム

ミドルウェアからドライバ
開発、通信制御まで携帯端
末に関するあらゆる開発

自動車登録システム
車、バイク等の所有者や車検状
況を管理するシステムの開発

Webアプリケーション
システム共通基盤（intra-mart
等）、ERPパッケージを用いた、
ソリューション提案から開発、
保守運用

▪

リスクコンサルティング
サイバー攻撃対応などから企業
の大切な情報を守る

Focus Systems1

▪フォーカスシステムズについて  ABOUT FOCUS SYSTEMS
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貿易流通システム
輸出入に関する手続きを
処理するシステム

暗号技術
電子情報を漏洩や改ざんな
どのリスクから守るための
次世代暗号技術

航空管制システム
管制官が使用する、いわば「空
の信号機」システムの開発

RFIDシステム
ICタグをさまざまな物品に取り付
けて管理をするシステムの開発

福祉介護システム
福祉介護の必要な人がどん
な介護を受けているのかを
管理するシステムの開発

フォーカスシステムズの技術は、さまざまなシーンで社会を支えています。

Focus Systems 2

010_0717201302806.indd   2 2016/06/13   13:39:21



Focus Systems3

▪

平素は当社業務に格別のご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。

ここに当社第40期（平成27年4月1日から
平成28年3月31日）の営業のご報告をご高
覧願うにあたりまして、一言ご挨拶申し上げ
ます。

当事業年度におけるわが国経済は、政府
主導の経済政策の効果もあって、雇用・所
得環境の改善や、企業収益・設備投資の
改善が続く中で、緩やかな回復基調が続い
ております。

しかし、原油安や中国をはじめとするアジ
ア新興国等の経済の先行き懸念などに伴う
影響により、わが国の景気が下押しされるリ
スクも懸念されており、不確実性に留意する
必要があります。また、熊本地震の経済に
与える影響にも留意する必要があります。

情報サービス業界におきましては、マイナ

当社は、平成8年に株式店頭公開後、平成27年5月に市場第二部へ市場変
更され、この度、1年を待たず、第一部指定を得ることができました。

これもご愛顧いただいているお客様、協力会社の皆様、株主の皆様、社員
やそのご家族など、全てのステークホルダーの皆様のご支援、ご協力、努力の
賜物と、心より御礼申し上げます。

当社は昭和52年の創業以来、独立系ソフトウェア開発企業として、ソフトウェ
ア開発、システム構築、保守運用を通して、公共、通信、情報セキュリティなど
の社会性の高い分野に寄与し、来年で40周年を迎えます。この度の一部指定
がゴールでは無く、次の飛躍へのスタートであると捉え、さらなる決意を胸に、
社員一同ますます精進・努力してまいります。

そして、当社のコーポレートスローガンである “テクノロジーに、ハートを込め
て。”を胸に、これからも様々なご要望に対し、情熱・思いやり・優れたサービス
を提供し、社会に貢献し続けます。

今後ともますますのご支援とご愛顧を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

ンバー対応やＩｏＴなどの動きを背景に、情報
システムに関する投資意欲は回復傾向が継
続し堅調に推移しているものの、人材不足と
いう状況が続いております。

このような状況の中、当社は、「公共関連
事業」・「民間関連事業」・「セキュリティ機
器関連事業」の３報告セグメントそれぞれで
事業環境・得意分野が異なることを念頭に
置いた上で、人材育成・採用の強化、取引
深耕、新規事業・自社製品の創出、そして
組織間の連携強化による強い組織の構築を
経営方針に掲げ、事業活動を推進しており
ます。その結果、増収増益という結果で終
えることができました。

今後とも企業価値の維持向上に努めてま
いります。

株主の皆様におかれましては、一層のご
支援とご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

「テクノロジーに、ハートを込めて。」

平成28年6月

代表取締役社長

おかげさまで平成28年3月4日、東証第一部銘柄に指定されました。

株主の皆様へ  TO OUR SHAREHOLDERS
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Focus Systems 4

経営理念
 「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、未来のより良い環境作りに貢献する。」
経営ビジョン
 私たちは、以下の3つの責任を果たしていきます。
 1. 個人責任　人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
 2. 企業責任　社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
 3. 社会責任　お客様、投資家、株主様から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

当期業績について
公共関連事業におきましては、社会保険関連、航空管

制関連業務の受注増加により売上高は順調に増加いたしま
したが、利益面では、マイナンバー関連業務の一部でエン
ドユーザー側で発生したセキュリティインシデントの影響で当
初想定していた規模の受注を得ることができず、利益率の
低下を招いております。

民間関連事業におきましては、主に主要取引先からのイ
ンフラ構築・運用サービスおよびＥＲＰ関連製品のカスタマイ
ズと設計・開発が順調に伸びております。また、大阪・名
古屋を拠点とした地方でも業務実績を積み、拡大を確実に
進めております。

また、セキュリティ機器関連事業におきましては、一連の
サイバー・フォレンジック関連製品の大手民間企業への展
開、サイバー・フォレンジック技術者育成、調査解析等、サ
ービスビジネスの拡大、さらに専用サイトの開設等によるマー
ケティング強化に取組んでまいりました。また、新規事業開
拓分野は、最適化技術、介護・医療分野の事業化を目標
に取組んでまいりました。

今後の事業展開について
現政権の経済政策の効果もあり、足元では景気回復へ

の期待感が継続しております。一方、原油安や円高の波
及による実体経済への影響は予断を許さない状況にありま
す。情報サービス産業におきましては、企業業績の動向と
景況感に左右されますが、企業のＩＴ投資の継続が期待さ
れる一方で、若手人材獲得競争の激化に備えていく必要
があります。

この様な状況のもと、当社では予見されるビジネスチャンス

をより確実なものとするため、企業力の向上に努めてまいり
ます。

具体的には、次期は東京証券取引所市場第一部企業と
しての１年目ということで、３年先５年先を見据え、より優秀
な人材確保への採用投資、現社員へのより高付加価値を
つけるための技術者への教育投資、さらにガバナンス強化
を目的とした社内管理体制へのシステム及び人的投資を行
う予定でおります。

通期の業績としまして、売上高17,000百万円、営業利益
800百万円、経常利益770百万円、当期純利益490百万円
を見込んでおります。

株主様へのメッセージ
創業39年目を迎えた第40期は、昨年に引き続き過去最高

の収益を達成することができました。また、本年3月、東証
第一部への指定変更を行うことができました。これもひとえに
株主の皆様をはじめ、関係各位のご支援の賜物と感謝申し
上げます。

当期の期末配当金は、ご支援いただきました株主様への
感謝の意を表し、普通配当金12円50銭に記念配当金3円
50銭を加えて16円といたしました。

次期（平成29年3月期）の配当金につきましては、1株当
たり12円50銭を予定しております。

会社はオーケストラ。経営者は指揮者。そしてお客様、
株主様をはじめ、当社を応援していただいている皆様から
“ブラボー”の声をいただけるよう、役職員一丸となり邁進して
まいります。

株主の皆様のなお一層のご支援、ご協力をお願い申し上
げます。
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Focus Systems5

▪

私たちフォーカスシステムズは、お客様にトータルソリュー
ションをご提供する“総合情報サービス企業”です。
健全な IT 社会の実現のため、最先端のテクノロジーを取
り入れながら、常に新しいソリューションの創造に努めて
います。

日本IBM様を始めとし、CTC様、沖電気様、ソフトバンク様
などとのパートナーシップの下、さまざまな民間企業向けのシス
テム開発を行っています。それぞれ特徴を持った複数の事業部体
制により、お客様のニーズにお応えしています。

● 業務アプリケーション開発
さまざまな業種に向けた、Webアプリケーション、Ｃ／Ｓア

プリケーションや、intra－mart、ERPなどのグループウェアを
使った業務アプリケーション開発を行っています。

また、大阪、名古屋圏における事業基盤の拡大も進めています。

● 通信制御
ネットワーク仮想化技術（クラウド）を用いた公衆網にて、光・

無線・パケット通信等のネットワークを管理するための情報を共
通的に扱えるようにするプラットフォームの開発（ネットワーク
設計・構築・運用管理ソフトウェア開発）、各種通信装置や携帯
電話の基地局、インターネットの核であるルータやゲートウェ
イ、携帯電話端末におけるミドルウェアやドライバ通信制御など
の開発に強みを持っています。

● インフラ設計・構築
進化の速いオープン系システムにおいて、ハードウェア周り・

ネットワーク・OS・ミドルウェアなど、最先端技術を駆使した
インフラの設計・構築を行っています。

● 技術支援サポート
ハードウェア環境、ネットワーク、OS、ミドルウェアの問題

解決や、パフォーマンス向上の支援などを技術者に対して行うこ
とにより、先端技術を必要とするお客様環境の構築を支えていま
す。ヘルプデスクを設置しての電話による技術サポート、技術力
提供による運用システムの開発サポートも行っています。

● 運用サポート
ソフトウェアにおける「業務上の問題解決」や「顧客要求」の実現、

およびハードウェアを含めた障害発生時の復旧対応を行います。

官公庁関連システムなど社会を支える公共システム分野に数多
くの実績を有するのが当社の特徴のひとつ。30年にわたるNTT
データグループ様とのパートナーシップの下、さまざまな官公庁
関連のシステム開発に携わっています。

● 公共システム
官公庁会計システム、年金システム、労働保険・社会保険シス

テム、医療事務システム、貿易流通システム、航空・交通管制シ
ステムなど、高い信頼性、そして深い業務理解が求められるシス
テムを数多く手掛けています。関係する省庁も、厚生労働省、国
土交通省、財務省、防衛省など、多岐にわたっています。

直接目には見えないかもしれませんが、私たちの生活の基盤を
支えています。

大規模かつ長期的なプロジェクトが多いことが特徴です。法律
改正や技術の進歩に伴ってシステムは作り替えられるため、安定
基盤として長く経営を支えています。

● 金融システム
新しい事業基盤とするべく注力しているのが、金融分野です。

公共システムでのプロジェクトの経験を通じて蓄積したノウハウ
が、金融分野においても、生命保険、損害保険、信託、証券、政
府系金融システム、クレジット等の多岐にわたる業務システムに
おいて、安定した取引確立に貢献しています。

共関連事業公

間関連事業民

 ３つの事業領域  BUSINESS FIELDS
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Focus Systems 6

電子透かしによる不正利用の防止、暗号による情報の秘匿、そ
れでも問題が発生した場合のデジタル・フォレンジックによるイ
ンシデントレスポンス（事後対応）。フォーカスシステムズは、
さまざまなアプローチでビジネスにおけるセキュリティ対策を支
援していきます。

● 電子透かし
デジタル画像の不正利用、著作権違反。電子透かしはコンテンツ

に目に見えない情報を埋め込むことでこれらの問題を解決します。

● 暗号技術
モバイル端末で、パソコンで、レンタルで、店頭のレジで、利

便性の高いC4暗号はデジタル社会の身近なシーンで活用されて
います。

● サイバーフォレンジック
この分野では主に３つのカテゴリーにおいて製品やサービスを

ご提供し、顧客の幅広いニーズにお応えしてきました。１つ目は
コンピュータやスマートフォンなどを解析するデジタルフォレン
ジック、２つ目はコンピュータやネットワークへの攻撃で発生す
る被害を未然に防いだり、万が一被害が起きてしまった際に事後
対応を行うサイバー攻撃対応、３つ目は米国訴訟に巻き込まれる
お客様向けのeDiscovery（電子情報開示）です。

特に近年、あらゆる組織がサイバー攻撃対応に頭を悩ませてお
り、組織内にコンピュータ緊急対応チームを立ち上げ始めてきま
した。

当社はフォレンジックで培った知識・技術と顧客基盤を活か
し、悪意あるプログラム“マルウェア”の解析を含むサイバー攻
撃対応のビジネスに力を入れています。

● システム開発用ライブラリ

acuagraphy（アクアグラフィー）は、
画像、音声、動画に対応し、
デジタルコンテンツの課題を解決します。

● 不正利用や流出の抑止効果が得られます。
● 巡回監視で不正利用の監視と発見をします。
● 不正利用発見時に著作権の証明ができます。

● Windowsアプリケーション

● デジタルデータ解析の適用事例

FIPS 140-2 認定ライブラリ

トータルセキュリティのご提案

電子透かし

暗　号

デジタルデータ解析

デジタルフォレンジック

サイバー攻撃対応

eDiscovery

情報漏洩 不正調査

不正アクセス マルウェア

特許訴訟 カルテル

AES

キュリティ機器関連事業セ
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主な出来事

第15期第5期第1期
■ 売上高

第20期第10期

Focus Systems7

▪フォーカスシステムズのあゆみ  History of Focus Systems Corporation

1977年
（株）フォーカスシステムズを設立
汎用アプリケーションソフト開発を
中心に業務開始

当社は1977年の創業以来、独立系ソフトウェア開発企業として、ソフトウェア開発、システム構築、保守
運用を通して、公共、通信、情報セキュリティなどの社会性の高い分野に寄与し、来年で40周年を迎えます。

当社のコーポレートスローガンである『テクノロジーに、ハートを込めて。』を胸に、これからも様々なご
要望に対し、情熱・思いやり・優れたサービスを提供し、社会に貢献し続けることで、お客様への最高のサー
ビスを提供することに繋がり、さらに社員同士の調和・団結によって、社会から信頼され、必要とされる会社
となることに繋がると考えております。

沖電気工業（株）と取引を開始し、
電子交換機ソフト開発業務開始

汎用大型計算機によるアプリ
ケーションソフト開発業務拡大

日本電気（株）と取引を開始し、銀行第3次オンラインシステム開発に参加

日本電信電話（株）と取引を
開始し、官公庁向けシステム
の受託開発開始

大阪支社開設

五反田本社ビル完成

株式店頭公開（現「東証
JASDAQ」市場上場）

1978年

1983年 1984年

1988年

1991年

1992年

1996年

■ 1977年　プロ野球・王貞治選手が本塁打世界記録を樹立

■ 1978年　新東京国際空港（成田）開港

■ 1980年　日本の自動車生産台数が世界一に

■ 1983年　東京ディズニーランド開園

■ 1984年　グリコ・森永事件発生

■ 1987年　NTT 株上場、初値160万円

■ 1988年　青函トンネルが開通

■ 1991年　ソビエト連邦が消滅

■ 1992年　東海道新幹線「のぞみ」が運行開始
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第40期第35期第25期 第30期

今後とも
皆様のご期待に
お応えできるよう
企業価値向上に
努めてまいります。

Focus Systems 8

日本IBM（株）とシステム運用・
保守／インフラ技術支援業務開始

情報セキュリティ事業開始

情報セキュリティ事業にて
「C4S」「C4K」の採用を決定

情報セキュリティでの新分野デジタル
／フォレンジック製品販売開始

代表取締役社長に森啓一就任

名古屋オフィス開設

東京証券取引所市場第二部へ市場変更

東京証券取引所市場第一部銘柄に指定

1997年

1999年

2001年

2004年

2011年

2013年

2015年

2016年

■ 1996年　オリンピック・アトランタ大会開幕

■ 1997年　消費税率を5％に引き上げ

■ 1999年　EU の単一通貨「ユーロ」が誕生

■ 2001年　米国で同時多発テロ

■ 2004年　小泉首相訪朝、拉致被害者の家族5人が帰国

■ 2011年　東日本大震災

■ 1988年　青函トンネルが開通

■ 1991年　ソビエト連邦が消滅

■ 1992年　東海道新幹線「のぞみ」が運行開始

■ 2013年　富士山が世界文化遺産に登録

■ 2015年　北陸新幹線開業

■ 2016年　熊本地震
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▪

（注） 株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及び自己株式を含んでおります。

平成27年10月１日付で普通株式１株につき２株
の割合で株式分割を行っております。そのため、
それ以前の１株当たり当期純利益につきましては、
株式分割後の数値で算定しております。

（百万円）

売上高

第36期 第37期 第38期

15,081

第39期

16,482

第40期
（当期）

0

6,000

12,000

18,000

14,146
12,35311,909

（百万円）

総資産

第36期 第37期 第38期

14,340

第39期
0

5,000

10,000

15,000 14,936

第40期
（当期）

11,83711,195
13,208

（百万円）

株主資本

第36期 第37期 第38期

4,841

第39期
0

2,000

4,000

6,000 5,406

第40期
（当期）

4,3864,0354,139

（円）

１株当たり当期純利益

第36期 第37期 第38期

42.81

第39期

53.36

第40期
（当期）

0

20

40

60

32.91
17.02

9.76

（百万円）

経常利益または経常損失

第36期 第37期 第38期

897

第39期
-500

0

500

1,000 950

第40期
（当期）

849

416

△58

（百万円）

当期純利益

第36期 第37期 第38期

592

第39期

738

第40期
（当期）

0

200

400

800

600

455

241
151

決算ハイライト  STATEMENT HIGHLIGHT

当社は、平成27年7月に業務用薄型のBeaconの製造・販売を開始し、平成
27年10月には、エプソン販売株式会社製スマートヘッドセット（MOVERIO 
Pro『BT-2000』）向けに、Beaconの提供を開始致しました。

当社のBeaconは、Bluetooth® Smart規格に準拠した省電力、薄型センサー
デバイスです。

製品ホームページ
http://www.fcs-mimamori.com/tag-index.php

薄さと軽さでIoTビジネスを加速させる業務用薄型Beaconを発売TOPICS

業務用薄型Beacon　FCS1301

メガネのように装着して使用する業務用
ウエアラブル情報機器　
MOVERIO Pro『BT-2000』
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顧 客 名 第40期（当期）平成28年3月期
売上高（百万円）

NTTデータ関連 6,217
日本IBM関連 3,430
CTC関連 724
沖電気関連 533
ソフトバンク関連 488
その他 5,088
合 計 16,482

合計

16,482
百万円

合計

16,482
百万円

公共関連事業

34.8%

NTTデータ関連

37.7%

民間関連事業

59.1%

ソフトバンク関連

3.0%

セキュリティ機器
関連事業

6.1%

沖電気関連

3.2%
CTC関連

4.4%

その他

30.9%

日本IBM関連

20.8%

セ グ メ ン ト 別 第40期（当期）平成28年3月期
売上高（百万円）

公共関連事業 5,734
民間関連事業 9,738
セキュリティ機器関連事業 1,009
合 計 16,482

セグメント別売上高構成比 主要顧客別売上高構成比

最終ユーザー毎に「公共関連事業」「民間関連事業」と主に 
セキュリティ製品の販売を行う「セキュリティ機器関連事業」の
３事業を報告セグメントとしています。

公共関連事業、民間関連事業は、順調に推移し、昨年実績な
らびに計画値を上回ることができました。セキュリティ機器関連
事業は、売上高1,000百万円台を維持しましたが、計画を下回り
ました。

公共関連事業におきましては、NTTデータ様およびその関連
企業様が、民間関連事業におきましては、日本IBM様、CTC様、
沖電気様、ソフトバンク様およびその関連企業様が、主要顧客
となります。セキュリティ機器関連事業におきましては、官公庁、
自治体様が主要顧客となります。

当社は平成28年1月にベトナムの日系ソフトウェア開発会社インディビジュアルシステムズ社（以下、IVS）に対し、現地当局の許認可のもと、
出資致しました。

日本国内においてはIT投資が活発化しており、当社が得意としているソフトウェア開発事業の受注状況は順調に推移しております。しかしながら慢
性的な技術者不足が続いており、より一層のビジネス拡大を妨げる要因となっています。また、当社のお客さまからの要望や競合他社との競争関係に
おいて、ソフトウェア開発工程におけるコストダウンは大きな課題となってきています。

IVSは平成14年の創業以来、ベトナムのエンジニアの育成と日本向けオフショア開発の実績を着実に積み、現在日系IT企業としてはトップクラス
の200名を超えるエンジニアを抱えています。また、ベトナムに進出している日系企業を中心に現地でのSI事業も毎年拡大しており、成長著しい優
良企業です。

このような背景のもと、両社は平成25年からオフショア事業での取引関係を続けてきましたが、これまでの協業関係をより強固なものとし、さ
らなるビジネス拡大に繋げていくため、出資のはこびとなりました。

詳細は当社ホームページをご覧ください。 https://www.focus-s.com/focus-s/offshore/

ベトナムの日系ソフトウェア開発会社への出資を決定TOPICS
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世界を目指すアスリートを採用！TOPICS

株主資本等変動計算書（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

貸借対照表（要約） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

当事業年度
平成28年３月31日現在

前事業年度
平成27年３月31日現在

資産の部
流動資産 7,597 6,897
固定資産 7,339 7,443
資産合計 14,936 14,340
負債の部
流動負債 4,064 4,141
固定負債 3,456 3,429
負債合計 7,520 7,571
純資産の部
株主資本 5,406 4,841
評価・換算差額等 2,009 1,928
純資産合計 7,415 6,769
負債純資産合計 14,936 14,340

1

2

3

POINT
前事業年度末に比較し596百万円増加しました。
これは主に土地の減少177百万円があった一方で、売掛金の増加
909百万円によるものです。

1 資産合計

前事業年度末に比較し50百万円減少しました。
これは主に１年内返済予定の長期借入金の減少282百万円、短期借
入金の減少255百万円があった一方で、社債の増加291百万円、未
払法人税等の増加177百万円によるものです。

2 負債合計

前事業年度末に比較し646百万円増加しました。
これは主に繰越利益剰余金の増加565百万円、その他有価証券評価
差額金の増加81百万円によるものです。

3 純資産合計

財務諸表  FINANCIAL STATEMENT

当社は、公益財団法人日本オリンピック委員会が行っているトップアスリートの就職支援ナビゲー
ション『アスナビ』を通じ、ショートトラックスピードスケートの齋藤悠（さいとうゆう）選手を採
用致しました。

当社では、アスリートの採用は初めてのことですが、スポーツに取り組む社員の応援を通じ、当社
の経営理念である「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成長を通じて、未来のより良い環境
作りに貢献する」に即し、組織の一体感の醸成、士気高揚を実現したいと考えております。

齋藤選手は、国内大会において優れた成績を多く残し、これからの成長も期待できる選手です。齋
藤選手が安心して競技に専念できる環境を提供し、世界で活躍できるアスリートになれるよう支援す
るとともに、当社も世界で活躍できる企業を目指します。

科　目
株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計
その他

有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本

準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
その他利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰余金
当期首残高 2,905 749 718 1,468 1,173 1,173 △706 4,841 1,928 1,928 6,769
当期変動額
　剰余金の配当 △173 △173 △173 △173
　当期純利益 738 738 738 738
　自己株式の取得 △0 △0 △0
　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額） 81 81 81
当期変動額合計 － － － － 565 565 △0 565 81 81 646
当期末残高 2,905 749 718 1,468 1,739 1,739 △706 5,406 2,009 2,009 7,415
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五反田駅に駅看板を設置TOPICS

科　目
当事業年度

平成27年4月 1 日から
平成28年3月31日まで

前事業年度
平成26年4月 1 日から
平成27年3月31日まで

売上高 16,482 15,081
売上原価 14,285 12,976
売上総利益 2,197 2,104
販売費及び一般管理費 1,243 1,164
営業利益 953 940
営業外収益 69 49
営業外費用 72 92
経常利益 950 897
特別利益 235 22
特別損失 1 10
税引前当期純利益 1,184 908
法人税等 445 316
当期純利益 738 592

損益計算書（要約） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

1

2

3

POINT

当事業年度における現金及び現金同等物は、税引前当期純利益1,184百
万円、社債の発行による収入789百万円などがあった一方で、長期借入
金の返済による支出1,274百万円、売上債権の増加額875百万円などに
より、前事業年度末に比較して176百万円減少し、2,930百万円となり
ました。

1 現金及び現金同等物の期末残高

POINT

前事業年度に比べ1,401百万円増加しました。
公共関連事業が362百万円、民間関連事業が1,105百万円の増加となり
ましたが、セキュリティ機器関連事業が66百万円の減少となりました。
売上原価は1,308百万円増加し、売上総利益は92百万円増加しました。

1 売上高

特別利益の増加は、主に投資有価証券売却益208百万円によるもので
す。

2 特別利益

当期純利益は738百万円となり、前事業年度に比べ146百万円の増加と
なりました。

3 当期純利益

科　目
当事業年度

平成27年4月 1 日から
平成28年3月31日まで

前事業年度
平成26年4月 1 日から
平成27年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 42 567
投資活動によるキャッシュ・フロー 293 △334
財務活動によるキャッシュ・フロー △512 △36
現金及び現金同等物の増減額 △176 196
現金及び現金同等物の期首残高 3,106 2,910
現金及び現金同等物の期末残高 2,930 3,106

キャッシュ・フロー計算書（要約） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

1

平成28年2月より、当社の知名度・認知度向上を目的とし、都営浅草線五反田駅の改札内
に、駅看板を設置致しました。

当社キャラクターの『ふくえさん』が大きく目立っており、改札の外からでもよく見え
ますので、待ち合わせ場所にも最適です。

都営浅草線で五反田駅をご利用の際は、是非、ご覧になって下さい。

都営浅草線　五反田駅　JR側の改札内
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会社概要

役員

（平成28年3月31日現在）

（平成28年6月29日現在）

（注） ※1の山口寿彦氏は社外取締役、中村清司、杉山昌宏両氏は社外監査役
です。

 ※2の常勤監査役は新任常勤監査役です。

代 表 取 締 役 社 長 森 　 　 　 啓 　 一
代 表 取 締 役 副 社 長 三 　 浦 　 宏 　 介
専 務 取 締 役 畑 　 山 　 芳 　 文
常 務 取 締 役 室 　 井 　 　 　 誠
取 締 役 後 　 藤 　 　 　 亮
取 締 役 山 口 寿 彦 ※1

常 勤 監 査 役 坂 　 主 　 淳 　 一
常 勤 監 査 役 七 　 井 　 孝 　 司 ※2

監 　 査 　 役 中 村 清 司 ※1

監 　 査 　 役 杉 山 昌 宏 ※1

社　　　名 株式会社フォーカスシステムズ
本　　　社 〒141-0022

東京都品川区東五反田二丁目7番8号
フォーカス五反田ビル 
TEL.03-5421-7777（代）
FAX.03-5421-3201

設　　　立 昭和52年4月1日
資　本　金 29億円
売　上　高 164億円
従 業 員 数 1,024名

大株主（上位 10名）

所有者別・株主分布状況（自己株式を除く）

（平成28年3月31日現在）

（平成28年3月31日現在）

（注）当社は自己株式 2,446,336株を保有しておりますが、上記大株主から除外して
おります。
また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 36,000,000 株

発行済株式の総数 16,292,942 株

株主総数  4,253 名

個人・その他
9,169,164株（66.22％）4,145名
金融機関　2,147,400株（15.51％）11名
その他国内法人　1,790,600株（12.93％）44名

外国法人・個人　167,254株（1.21％）21名
証券会社　570,188株（4.12％）30名

政府及び地方公共団体　2,000株（0.01％）1名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
東　光博 970,000 7.00
株式会社 UBIC 900,000 6.50
フォーカスシステムズ社員持株会 716,500 5.17
畑山　芳文 587,400 4.24
柿木　龍彦 544,100 3.92
第一生命保険株式会社 500,000 3.61
株式会社三井住友銀行 340,000 2.45
石橋　雅敏 332,300 2.40
みずほ信託銀行株式会社 270,000 1.95
森　啓一 238,900 1.72

グループの状況

製品仕入株式会社フォーカスシステムズ（当社）

関連会社
得意先 株式会社イノス

（20.00％）
ソフトウェア開発

公共関連部門 民間関連部門 セキュリティ機器関連部門

納品

受注
受注

納品
（注）（　）内は出資比率。

本社ビル

株式の状況

企業データ  CORPORATE DATA
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■ アンケートにご協力ください
今後のIR活動に活用させていただきたいと存じますので、株主の皆さまのお声をお聞か
せいただけましたら幸いです。

Q₁ 当社の株式の購入に際しての情報源は主として次のうちのどこからでしたか?
□	証券会社店頭			□	証券営業マン			□	新聞・雑誌の記事			□	広告
□	四季報			□	日経会社情報			□	ホームページ
□	その他（	 ）

Q₂ 当社の株式を購入された理由は何でしょうか? （複数可）
□	収益性			□	経営理念			□	事業内容			□	財務内容			□	株価の割安感			
□	証券会社に勧められて			□	配当			□	技術力			□	安定性			□	将来性			
□	その他（	 ）

Q₃ 当社株式に対する今後の方針として最も近いものをひとつお選び下さい。
□	売却			□	短期保有（１年未満）			□	長期保有			□	買い増し			
□	その他（	 ）

Q₄ 第40期報告書で興味を持った記事はどれでしょうか? （複数可）
□	フォーカスシステムズについて			□	東証第一部への銘柄指定（株主の皆様へ）
□	株主の皆様へ			□	3つの事業領域			□	フォーカスシステムズのあゆみ			
□	決算ハイライト・財務諸表			□	企業データ

Q₅ 当社に対しては、どのような企業イメージをお持ちですか？

［ ］

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

株主の皆さまへアンケートご協力のお願い

●ご意見・ご感想をお聞かせ下さい。

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

ご協力ありがとうございました。

第40期定時株主総会の
ご報告

平成28年6月29日に開催いたしました当社「第40
期定時株主総会」における決議事項についてご報告
申し上げます。
下記全ての議案が原案のとおり承認可決されました。

決議事項
第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役１名選任の件
第３号議案　監査役２名選任の件
第４号議案　取締役賞与支給の件
第５号議案　 退任監査役に対する退職慰労金贈呈 

ならびに監査役に対する退職慰労金 
制度廃止に伴う打ち切り支給の件

配当金については4ページを、選任された取締役、
監査役につきましては13ページをそれぞれご参照く
ださい。

期末配当金のお支払いについて

＊銀行口座への振込をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたし
ておりますのでその内容をお確かめください。
＊株式数比例配分方式をご指定の方

「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしておりますのでその内容をお確かめくださ
い。
＊振込方法のご指定がない方

「配当金計算書」及び「期末配当金領収証」を同封いたし
ておりますので同証に必要事項をご記入ご押印のうえ、 
平成28年６月30日（木）から７月29日 (金）までの間に、
お近くの「ゆうちょ銀行」又は「郵便局」でお受け取りく
ださい。
　なお、「配当金計算書」は配当金をお受け取りになった
後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いた
だけます。

インフォメーション  INFORMATION▪

010_0717201302806.indd   14 2016/06/13   13:39:25



当社ホームページでは決算短
信などのIR情報や、当社事業
や製品・サービスなどさまざ
まな情報を発信しております。

http://www.focus-s.com/

株式会社 フォーカスシステムズ
東京都品川区東五反田二丁目７番８号フォーカス五反田ビル

株主メモ
証 券 会 社 等 に
口 座 を お 持 ち の 場 合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 送 物
送 付 先

お取引の
証券会社等になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電 話 お 問
合 わ せ 先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く

9：00～17：00）

各 種 手 続
お 取 扱 店

（ 住 所 変 更、
株主配当金
受取り方法
の 変 更 等 ）

みずほ証券
本店および全国各支店
プラネットブース（みずほ銀
行内の店舗）でもお取扱いた
します。

みずほ信託銀行
本店および全国各支店※

※ トラストラウンジではお取扱できませんの
でご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行※およびみずほ銀行の本店および全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）

※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問合
わせ先・各種手続お取扱店
をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

大崎局承認

9024

料金受取人払郵便

郵 便 は が き

差出有効期間
平成28年9月30日

（切手不要）

1 4 1 8 7 9 0
110

（受取人）

東京都品川区東五反田 2－ 7－ 8
フォーカス五反田ビル

株式会社 フォーカスシステムズ
IR・広報室　行

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

アンケートへのご協力をお願い申し上げます。

性 別：	□	男			□	女

年 齢：	□	20歳未満			□	20代			□	30代			□	40代			□	50代			
		 □	60代			□	70代以上

ご 職 業：	□	会社員			□	会社役員			□	専門職（医師・弁護士等）		□	自営業
		 □	公務員			□	主婦			□	学生			□	無職			□	その他

保有株式数：	□	500 株未満			□	500 ～ 1,000 株未満	
		 □	1,000 ～ 5,000 株未満			□	5,000 株以上

保有期間：	□	1 年未満			□	1 年以上			□	3 年以上			□	5 年以上
		 □	10 年以上

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年の3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月
基 準 日 3月31日
配当金受領株主確定日 3月31日
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告とする。

電子公告アドレス
http://www.focus-s.com/

ホームページをご覧ください。

010_0717201302806.indd   1 2016/06/13   13:39:13


